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神奈川県教育委員会教育長 殿                                                         提出日：令 和 ５ 年 ３ 月 16 日 

学校名：県立横浜ひなたやま支援学校  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

視点 
４年間の目標 

１年間の目標 
取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月９日実施） 

(令和２年度策定) 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （２月 21 日実施） 成果と課題 改善方策等 

１ 

教育

課程 

・ 

学習

指導 

生徒一人ひとり
が自立と社会参
加に向けた学
習内容や指導
方法の充実を
図る。 
 
 
 
成人年齢や選
挙権年齢の引
き下げに対応し
た教育を実施
する。 
 

①主体的、対話的で
深い学びを推進する。 
授業のアイデアの共有
と活用を進め、組織的
な授業改善を図る。 
 
 
 
 
②成人年齢、選挙権
年齢引き下げに伴い、
学年に応じた系統的、
本質的な指導を実践
し、指導の共有化を図
る。 

①主体的、対話的で深
い学びのチェックシート
の活用を推進する。 
教科会で情報を共有し、
学年のつながりのある年
間指導計画を作成し、
教科ごとにまとめる。 
 
 
②学年や学習状況に応
じて、系統的、本質的な
指導の充実を図り、指導
案や教材の共有化を図
っていく。 

①主体的、対話的で
深い学びのチェックシ
ートを活用し、具体的
な視点を授業案に明
記することができたか。 
３年間のつながりを意
識した年間指導計画
が作成できたか。 
 
②自己選択・自己決定
の場面を日常生活等
で設定できたか。ま
た、「授業の宝箱」内を
整理、共有化できた
か。 

①初任者研究授業で
AL（アクティブラーニン
グ）チェックシートの活用
を徹底した。教科会やチ
ーフ会で３年間のつなが
りを意識した年間指導計
画を確認した。 
 
 
②７月模擬投票、３月生
徒会役員選挙(選挙体
験学習)を実施した。日
常生活等では、自己選
択・自己決定の場面を
設定できた。 

①授業の評価をし、次に
活かせるような仕組みを作
る。年間指導計画を周知
し、どのような授業を行っ
たか振り返りを行い、次年
度の計画に活かす。 
 
 
 
②日常生活等で自己選
択・自己決定できる場面を
増やしていく。引き続き、
成人年齢、選挙年齢引き
下げに係る授業案の整理
を進めていく。 

【アンケート】（とても良い、だ
いたい良いの合計） 
保護者 86.1%(9.7↗)、 
生徒 82.4%(6.5↘) 
＊(  )は前年比 
・教育の計画と方向性の
周知と、記録と評価の両
方が大切。毎日、少しず
つ記録をためることで、客
観的な評価が得られる。 
・コロナ禍なので仕方がな
いとは思うが、もう少し普
段の様子を見られたらよ
いと思う。 
・これまで定期テスト等に
チャレンジする経験がなか
ったが、清掃技能検定で
褒められ自信につながっ
た。色々な機会で指摘を
受けて成長してほしい。 

①チェックシートを活用し、
研究授業等で授業改善を
実施したが、全ての生徒に
とって、わかりやすい授業展
開がなされているかは、検
討の余地がある。 
また、教科会の役割を明

確にし、年間指導計画の系
統性について確認をした
が、実際の授業につなげ、
効果的に活用するまでには
至っていない。 
②実践的場面として模擬投
票、生徒会役員選挙を実施
した。自己選択・自己決定
の経験を積み重ねることで、
生徒の自信につなげること
が出来た。 

①評価の観点を明確に
し、授業改善につながる
学習指導案の検討を計画
的に実施する。また、授業
場面を保護者や地域の
方々に公開することで、客
観的な評価をいただき、
教職員個々の授業改善に
つなげ、指導力を向上さ
せる。 
教科会を活性化し、より

系統性を意識した３年間
の年間指導計画の書式や
活用方法を検討していく。 
②日常生活や様々な教育
活動の場面で、自己選
択・自己決定ができる機
会を増やすと共に、系統
的な政治参加教育の実践
に向け整理していく。 

２ 

生徒

指導 

・ 

支援 

生徒の個々の
実態を的確に
把握し、生きる
力となるような指
導や支援を行
う。 
 
社会生活に必
要な、他者との
協調 ・思いや
り、規範・モラル
の意識を育む
指導を充実させ
る。 
 

①アセスメントやキャリ
アパスポート等、生徒
一人ひとりの実態を客
観的に把握し、ニーズ
に応じた授業を実践す
る。 
 
②コミュニケーション力
を高め、互いの良さを
認め合い、学び合える
取組を推進する。 

①個別教育計画作成の
手引きをもとに研修を実
施し、新しい書式の活用
を推進する。また、職員
アンケートを行い、さらな
る改善につなげる。 
 
②相談と連携して教職
員研修を行う。SSE「ライ
フスキルチェックシート」
の活用を通じて、生徒同
士がコミュニケーションを
図れる活動を設定し、自
己理解や他者理解を深
め、人間関係づくりの基
礎をつくる。 

①個別教育計画に、ニ
ーズに応じた目標設定
と手立てが記載されて
いるか。また、職員アン
ケートをもとに、さらな
る改善ができたか。 
 
②教職員研修を行うこ
とができたか。１年生で
「ライフスキルチェック
シート」を使用し、年度
当初と年度末に評価
できたか。 

①職員アンケートを行っ
た結果、特に意見は出
なかったが、生徒の実態
を最初に表す新書式を
グループ会や学年会で
提案している。 
 
②１学期中に相談と連
携し SSE「ライフスキルチ
ェックシート」の教員研修
を行った。 
 
 
 

①1 年生の個別教育計画
作成時期の見直しや、実
態の記載、書きやすく読
みやすく、活用しやすい
書式の検討を行い、活用
につなげていく。 
 
②年度末の 2 月と４月当
初の評価の比較検討を行
い、来年度への目標に活
かす。 

 

【アンケート】（とても良い、だ
いたい良いの合計） 
保護者 81.2%(3.7↗)、 
生徒 70.6%(0.9↘) 
・高校生としての年齢相応
の活動や生徒の特性を理
解した指導等、再確認し
てほしい。 
・同世代、生徒同士のコミ
ュケーションの取り方につ
いて、個別教育計画で課
題とし、学校で力をつけて
もらえることはありがたい。 
・実習を受け入れる側とし
て、挨拶や質問の答え方
はしっかり出来るが、先輩
社員等との会話や言葉遣
いの練習が必要と感じる。 

①個別教育計画に関わる評
価は比較的高いが、アンケ
ートには「特性を理解した指
導」を望む意見があり、さら
に的確な生徒の実態把握
が必要である。 
②コミュニケーション力を高
めるために、SSE「ライフスキ
ルチェックシート」の教職員
研修を行い、1 年生に実施
した。評価結果を今後の指
導にどう反映させるか、具体
的な活用法について、さら
に検討していく必要がある。 
生徒の実態として、大人と

のコミュケーションは出来て
も、同年代同士では難しい
面がみられる。 

①今後も生徒の実態を正
確に把握し、より読みやす
く活用しやすい書式の改
善に取り組む。 
②生徒が自己理解、他者
理解を深め、自己有用感
や他者への共感性等を身
に付けるために、今後も
SSE「ライフスキルチェック
シート」を正しく活用するた
めの教職員研修を実施
し、生徒の支援に活かす。 
特に同世代間のコミュ

ケーション力の向上をめざ
し、日常生活において、生
徒同士がコミュケーション
を図れる活動を意図的に
設定する。 

３ 

進路

指導 

・ 

支援 

生徒が納得でき
る進路選択を実
現できるように、
生徒の実態と思
いを反映した指
導、支援を行
う。 

①在学中に身に付け
ておきたい力（特に日
常生活面に関わる課
題）を実習場面や日常
生活の中で生徒自身
が意識して改善するこ
とができるような支援を
行う。 
 
 
 
 
 
②進路状況や在学中
に身に付けておきたい
力等の情報提供を保護
者へも行い、理解を深
めることで、離職率の低

①教職員間で「就労準
備性ピラミッド」や「ライフ
スキルのチェックシート」
等を活用した指導につ
いて共通理解を図り、実
践するための研修会を
実施する。生徒にアンケ
ート等を実施し、実践の
効果を測定する。 
 
 
 
 
②生徒自身の課題を担
任と保護者で共有し、具
体的な取組方法を提案
する。 
よこひな通信や進路説

①生徒自身が課題を
意識した取組につなが
る、効果的な支援方法
の検討や実践を行うこ
とができたか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
②家庭と学校が連携し
た進路支援を行うこと
ができたか。 
保護者の理解を深めら
れるような、定期的な

①様々な授業でのメモ
に関する学習を行った。
作業学習では作業種に
よってメモの活用状況に
差はあるが、生徒が自発
的にメモを見返し、振り
返りをする様子も増えて
きた。また、作業日誌を
新書式に変更したこと
で、メモを基に自身の課
題や目標を整理し記入
できるようになった。 
 
②進路面談等を通して、
課題と取組方法につい
て家庭と学校とで共有す
ることができた。Ａ型事
業所の見学会の開催や

①教職員間での進路指導
に関する共通理解を引き
続き深める。メモの活用の
ように、一部の教科だけで
なく、教科等横断的な取
組としてできる進路指導を
検討し、学部と協力しなが
ら進めることが今後の課題
である。 
 
 
 
 
②生徒一人ひとりの課題
や具体的な支援方法につ
いて関係者の中で密に共
有し、進路支援を行う。保
護者のニーズを探る方法

【アンケート】（とても良い、だ
いたい良いの合計） 
保護者 85.6%(18.3↗)、 
生徒 74.2%(3.9↗) 
・メモをとる習慣がある人
ない人の差は歴然とある。
メモの取り方やまとめ方、
色をつけるなどの工夫を
することが大切。 
・日常生活の中や実習中
でのやりとりが外部実習に
出た際に成果として出る、
活かされると感じた。 
・コロナ禍と重なり会社見
学なども制限があり、鮮度
感のある情報を得るには
厳しい状況だった。 
・１年のうちに特例子会社

①生徒自身が課題を意識
できる取組として、作業学習
や教科等の授業において、
メモの活用を取り入れ、少し
ずつ成果が表れてきてい
る。 
②進路面談や進路説明会
等を通じて保護者のニーズ
を伺い、よこひな通信を活
用した情報発信や、保護者
見学会の運営に活かすこと
ができた。 
情報提供については、前

年度より評価は上がってい
るが、アンケートには「よりタ
イムリーで豊富な進路情報
の提供」が求められている。 

①生徒にとってメモを取る
必要性やその効果が感じ
られるような授業展開を工
夫し、継続して実践する。 
メモの活用のような教科

等横断的な取組を検討
し、３年間を通じた系統的
な進路学習を進める。 
②引き続き、家庭と学校の
連携を深め、保護者のニ
ーズを的確に捉えると共
に、ホームページの活用
など、よりわかりやすくタイ
ムリーな情報発信の場を
開拓していく。 



  

下を図る。 明会等を利用し、事業
所の紹介や保護者のニ
ーズに応じた情報を定
期的に発信していく。 

情報発信を行うことが
できたか。 

よこひな通信を活用する
等、保護者のニーズに
即した情報発信の場を
設けることができた。 

を検討するとともに、情報
発信の場を増やし、わかり
やすい進路支援を目指
す。 

が集まる説明会に参加で
きていれば、もっと意識が
変わって早く取り組めたの
にと残念な気持ちである。 

４ 

 

 

 

地域

等と

の協

働 

地域と連携し、
教育活動や防
災体制の充実
を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
センター的機能
を発揮し、地域
の支援教育の
推進を図る。 

①地域との連携による
教育活動を通して自己
肯定感につなげる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
地域と連携した防災教
育の充実と防災体制
の強化を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②３年間を見通したイ
ンクルーシブ教育実践
推進校（高校）への支
援の在り方を探る。 

①昨年度より地域と交流
する機会を増やし、販売
等の役割分担により自
己有用感を養う。 
利用者へアンケート調査
を実施し、生徒の振り返
りに生かす。 
 
 
 
 
 
 
 
 
地域や消防署と連携

し、体験的な教育活動
（防災教育）や職員研修
会を実施する。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②近隣のインクルーシブ
教育実践推進校へ定期
的な巡回訪問を行い、３
年間を見通したニーズと
支援内容を整理してい
く。他校の Co.とも連携
し、情報収集を進め、参
考資料の作成を行う。 

①自己評価やアンケ
ート結果等を生かした
振り返りを行い、自己
有用感を養うことがで
きたか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
地域や消防署と連

携した防災教育を計
画・実施することができ
たか。また、地域の防
災訓練への参加や職
員防災研修（消防署に
協力依頼）を通じて、
災害時の体制につい
て職員の理解を深める
ことができたか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
②近隣のインクルーシ
ブ教育実践推進校の
ニーズを整理し、それ
ぞれに応じた支援の方
策や情報を提供するこ
とができたか。 
得られた情報を今後の
支援の参考資料として
まとめることができた
か。 

①２月には地域の地区
センターでの販売に有
志の生徒が参加した。ま
た、月１～２回程度のフ
ードサービスユニットを
中心とした地域向けの販
売活動の中で、利用者
に「接客態度について」
のアンケートに回答して
もらった。高評価を多く
得られたことで、次の活
動への意欲や自己肯定
感、自己有用感を高め
ることができた。 
下瀬谷消防出張所の

協力のもと、1 学年の防
災教育（煙体験・消火器
体験）を実施した。事前
に煙への対応を学習し
ていたため、生徒から
色々と質問が出た。 
瀬谷区役所の協力のも
と、職員 HUG 研修を実
施した。避難者の受け入
れについて、グループご
とに考えながら進め、活
発な意見交換がなされ
た。振り返りアンケートの
自由記述に多くの感想
が出ていた。 
 
②近隣高校に加え、２月
にはインクルーシブ教育
実践推進校への巡回訪
問へ行く予定である。近
隣学校での巡回相談に
関することや高校へのア
プローチの方策につい
て、瀬谷区の県立特別
支援学校３校で情報交
換を行なうこともできた。 

①コロナ禍で自粛してい
た活動の再開や、体験を
通して自己有用感や仕事
に対する意欲等を育てる
ような新たな活動を検討し
ていく。地域と連携し、生
徒の活躍の場を拡げられ
るような活動を計画してい
く。 
 
 
 
 
 
１年防災教育について

は、今年度と同様に、日頃
の授業と連携して生徒の
学習を深めるようにする。
職員 HUG 研修実施後の
アンケートでは、「災害時
の対応についての理解が
深まったか」の問いについ
て、「できた」41％「大体で
きた」で 56％、「あまりでき
なかった」3％との回答で
あった。学校と地域との確
認内容について、今後も
職員に確実に周知する。 
 
 
 
②近隣高校を含め、地域
にさらに知ってもらうため
の仕組みづくり（ＨＰの活
用や会議の場を利用する
等）を行う。インクルーシブ
教育実践推進校や近隣
高校との関係づくりを進め
ながら、引き続きニーズの
収集と支援の方策の整理 
に取り組んでいく。 

【アンケート】（とても良い、だ
いたい良いの合計） 
保護者 48.3%(15.3↗)、 
生徒 78.3%(1.5↗) 
・コロナで行事等ができて
いなかったが、遠足や修
学旅行等や地域へのパン
販売等も再開でき、とても
よかったと思う。 
・パン販売は、資料が配付
されるので、地域の人は
参加している。コロナが明
ければ、状況も変わってく
ると思う。 
・コミュニケーションを図り
ながら、色々な経験を積
み重ねることが大切。学校
だけでなく、色々な場面で
少しずつでも続けられると
よい。 
・アンケートの設問が学校
内での事柄が多く、保護
者が把握しにくい案件に
なっている。わからないか
ら、「どちらとも言えない」
を選んでしまう。 
 

①今年度は主にパン販売を
通じて、これまで自粛してい
た地域との交流を再開し
た。高校との交流や事業所
との協働など、活動の場を
広げ、生徒は自己有用感や
自己肯定感を得ることが出
来た。 

 
生徒は、下瀬谷消防署と

連携した防災訓練について
「役に立った」と評価をして
いる割合が高い。 
教職員は、地域と連携し

た防災訓練や職員ＨＵＧ研
修について「有意義であっ
た」と、高い評価をしている。
一方、保護者からは、地域
と連携した様々な活動内容
が、保護者まで伝わってこ
ないため、取組が正しく評
価できないとの意見もいた
だいた。  
 地域の方からは、生徒の
防災教育について「声をか
けていただければ、御協力
します」との意見をいただい
ている。 

 
 
 

②近隣高校やインクルーシ
ブ教育実践推進校への巡
回に加え、瀬谷区の特別支
援学校３校との情報交換も
実施した。 
◆教育相談ケース数 137 回 
（校内：114 回、校外：23 回） 
◆巡回相談数 23 回 
（高校１回、インクル校：1 回） 
 
 

①社会に開かれた教育課
程の実現に向け、これま
でのパン販売等の実践に
加えて、他の作業学習に
おいても、より地域と連携
し、自己肯定感を高めら
れる授業を全職員で検討
し、展開していく。 
 
よこひな通信やホーム

ページ、地域情報誌等を
活用して、校内外におけ
る地域と連携した様々な
活動や教職員研修の様子
を広く発信していく。 

 
地域防災拠点運営委

員会や自治会の方々とも
より密に連携し、防災教育
のさらなる充実を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②ホームページや地域ブ
ロック内の様々な会議を
利用して、センター的機能
の内容について近隣高校
を含めた地域に広く発信
し、ニーズの掘り起こしや
顔の見える関係作りに努
める。 

５ 

学校

管理 

・ 

学校

運営 

安全な環境を
整備し、生徒が
安心して学ぶこ
とができる学校
づくりを推進す
る。 
 
 
 
 
教職員が生徒と
向き合う時間を
確保し、効果的
な教育活動を
実現する。 

①時代や社会の流れ
を踏まえて、教職員の
人権意識等を高めるた
めの継続した取組を推
進する。 
 
 
 
 
 
②会議の設定や業務
の進め方の改善を通し
て、教職員の働き方改
革を推進する。 

①学校の課題やニー
ズ、社会情勢の変化を
見極め、研修会の進め
方を工夫する等して、人
権意識を高める研修を
実施し、アンケート等に
より効果を測定する。 
 
 
 
②会議設定の目的を明
確にして効率化を図る。 
業務アシスタントや学校
業務サポーターの業務
内容を整理し、教職員に
周知することで、さらなる
活用の促進を図る。 

①研修後のアンケート
で、研修目的達成が８
割以上になったか。ま
た研修後の気づきを明
確にできたか。 
 
 
 
 
 
②会議の効率化や計
画的な業務依頼によ
り、教職員の時間外勤
務が減少したか。 

①７月人権研修、12 月
生徒指導研修では、性
教育をテーマに学びを
深めた。ともに目的を達
成できなかったと回答し
たのは１名(0.04％)であ
るが、「達成にまでは至
っていない」という前向き
な回答内容であった。 
 
②業務アシスタントと校
内業務サポーター、ＩＣＴ
支援員への依頼方法や
それぞれの業務内容を
整理するために、業務
依頼票を改訂し、教職
員に周知した。 

①生徒指導に活かせない
と 回 答 し た の は ２ 名
(0.07％)であった。今後も
共通のテーマ設定をして
いくことも検討しながら、生
徒指導に活かせる、もしく
は教員の意識向上、改善
に役立つ研修を考えてい
きたい。 
 
②業務依頼数や活用す
る職員の数も少しずつ
増えてきている。活用
のハードルを下げるべ
く、さらに具体的な業
務内容を周知し、活用
を促進していく。 

【アンケート】（とても良い、だ
いたい良いの合計） 
保護者 78.3%(16.3↗) 
・学校のホームページが
少し物足りない感じがす
る。活動をもう少しアピー
ルする内容になると見が
いがある。 
・たくさんの教職員研修を
していることをもっとアピー
ルするとよい。魅力的な目
を引くタイトルで伝えられ
るとよい。 
・子ども一人ひとりが全く
違う場面でそれぞれの支
援を必要としている中、先
生方の対応に今後も期待
している。 

①今年度は人権研修として
の「性教育」をテーマに教職
員研修を実施し、学びを深
めた。 
「生徒の人権に配慮した

丁寧な指導」に関しては高
い評価を得た一方、「高校
生としての年齢相応の対
応」を望む保護者の意見も
いただいた。 
②生徒一人ひとりのニーズ
に応じた支援を行うために、
１０月より新たにＩＣＴ支援員
を加配するなど、教職員の
業務軽減に努めている。 
教職員が気軽に業務依

頼ができるシステムの改善
が、今後の課題である。 

①教職員の人権意識をさ
らに高めるため、常にアン
テナを高くして社会情勢
の変化を捉え、ニーズに
即した研修テーマを設定
し、専門性の向上を図る。 
多岐にわたる教職員研

修の内容やその効果を、
ホームページや学校だよ
り等を活用して積極的に
発信していく。 
②生徒としっかり向き合う
時間を確保すると共に、事
故防止の観点を重視し、
校内外の物的・人的資源
を活用しながら、業務の精
選や効率化を図る。 


